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点232の算加応対患疾科歯性急等者患宅在

あとるす定算に時療診問訪科歯の目回１は

回１月毎ばれす行携を具器削切、がすまり

。かすでのるきで定算に目

を具器削切に時療診問訪科歯の降以目回２

合場いなが置処るす削切月のそばれす行携

。かすでのるきで定算回毎もてっあで

ょしでのるす載記にうよのどは名具器削切

。かう

へ欄」他のそ「の体全は求請の料療診問訪

記、てぎす多が目項、がすまりなと載記の

。かすまりなにうよのどは合場いなれきし載

● 診一同の時定算料療診問訪科歯の目回１

まりなに定算のり限回１回初中間期療

」要摘「のトプセレび及録療診たま。す

。すまし載記を名具器削切、に欄

● 訪科歯の降以目回２ばれいてし行携時常

で定算回毎きつに日１に時定算料療診問

。すまき

● は又」ンジンエ「へ欄」要摘「トプセレ

名具器るいてし行携時常等」ンビータ「

。すまし載記で

● みの数点計合、は合場の等いなれきき書

」要摘「を容内、し載記に欄」他のそ「を

まりあえ支し差てしととこるす載記に欄

。んせ

、たま 、は合場いなれきき書に欄」要摘「

部き書上、に紙用のさき大じ同と書細明

のトプセレてしと紙続、えうの載記を分

。すまし求請てね重に下

）分部き書上（項事載記な要必に紙続

月年求請・

号番ドーコ・

号番・号記、号番者険保・

日月年生、別女男、名氏者患・

名関機療医、所住の関機療医・

容内いなれきし載記に欄要摘・

07

疾科歯性急等者患宅在

算加応対患 ）応対性急（

）きつに日１（

目回１ 点232＋

降以目回２ 点09＋

）載記録療診（

）載記書細明（

● し要に療診問訪科歯

費通交た

● 科歯いなわ伴を察診

療診問訪

○ よるきで応即に合場な要必、し行携に先問訪時常を具器削切

の中間期診初一同に料療診問訪科歯、はに合場るいてしにう

。すまきで算加てに降以目回2は又目回1

在、てに応対の料診再初てっあで満未分02が間時療診、おな

、は合場るいてし定算を目回1算加応対患疾科歯性急等者患宅

。んせまきで定算は算加の目回1はていおに中間期診初一同

○ 。すまし載記に録療診を名具器削切るいてし行携時常

○ 。すまし載記を名具器削切、はに欄」要摘「のトプセレ

○ 。すまし担負が者患を費実、は費通交たし要に療診問訪科歯

○ おてれま含に料療診問訪科歯は用費の等ータークス、車転自

。んせまし当該はに費通交るなと担負の者患、り

○ 受を医他にです、がたい赴へ家患てれらめ求を療診問訪科歯

診問訪科歯の合場たっ帰でいなわ行を察診、めたたいてし診

。すまりなと担負者患、は料療

特
掲
診
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すましえ答お すましねずたお

は又分03は合場たえ超を間時１が間時療診、てっあで合場るす定算を料療診問訪科歯※

。すまきでが算加の点001にとごす増を数端のそ

るす対に者害障な難困の療診科歯くし著※ 001/05 え加に師医科歯う行接直を療治は算加

、めたう行を持保の勢姿、位体は又持保の口開、し対に害障動行たし因起に害障の者患

。すまきでが定算に合場たし画参が等師護看、士生衛科歯、師医科歯に療治該当

。点003算加制体携連療医域地※

】表覧一定算る係に療診科歯問訪【

間時療診
問訪科歯
料療診

料診再・初 算加

１
人
の
み
診
療

上以分02 点038 × ○

満未分02 × ○ ○

上以分02 点083 × ○

満未分02 × ○ ○

料療診掲特
）001／05（算加

○

×

○

×

複
数
診
療

応対性急
算加

○

○

○

○

算加応対患疾科歯性急等者患宅在

載記トプセレ
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７ 睡眠時無呼
吸症候群に
対する咬合
床

（１装置につき）

「１」 1,800点

「２」 2,300点

● 治療の指針

（診療録記載）

８ 摂食機能療
法に伴う舌
接触補助床

（１装置につき）

2,120点

○ 睡眠時無呼吸症候群の治療法として、確定診断が可能な医科

医療機関等からの診療情報提供料の算定に基づいて、口腔内

装置治療の依頼を受けて、咬合床（口腔内装置）を装着した

場合に算定できます。

○ 床副子の「１困難なもの1,500点」又は「２著しく困難なも

の2,000点」により算定できます。

○ 製作にあたり印象採得を行った場合は「欠損補綴の連合印象」

による225点、咬合採得を行った場合は「有床義歯の総義歯」

による280点の算定ができます。（アクチバトール式のみ）

○ 装着料は「口蓋補綴、顎補綴の印象採得が著しく困難なも

の」による300点を算定ができます。

○ 口腔内装置の装着時又は装着後１月以内に、適合を図るため

に口腔内装置の調整を行った場合は、１口腔１回に限り120

点の算定ができます。

○ 日本口腔外科学会による「睡眠時無呼吸症候群における口

腔内装置治療の指針」を参照して下さい。

○ 紹介元保険医療機関からの情報提供に関する内容及び保険医

療機関名等について記載します。

○ 脳血管疾患や口腔腫瘍等による摂食機能障害を有し、摂食機

能療法を現に算定している患者に対して、摂食・嚥下機能の

改善を目的とするための補助床の製作は、連合印象の225点、

多数歯欠損の咬合185点、補助床床副子著しく困難なもの

2,000点と装着料多数歯欠損の120点にて算定します。装着後

１月以内に適合を図るために調整を行った場合は、１口腔１

回に限り120点の算定ができます。

病 名 印象 咬合 咬合床装着料 調 整

顎関節症

咬合拳上副子 40 1,500 30
１口腔１回につき
（月１回限り）220

歯ぎしり

アクチバトール式 70 185 2,000 150

アクチバトール式以外 40 1,500 150

睡眠時無呼吸症候群

困難なもの 225 280 2,000 300 １口腔１回限り
120簡単なもの（上下分割型） 225 1,500 300

摂食機能障害
１口腔１回限り

120舌接触補助床 225 185 2,000 120

記載方法・点数 傷病名欄 取扱い留意事項等

※う蝕処置（う蝕）

１歯１回につき 18点

貼薬、仮封、特定薬

剤等の費用を含む
C

Pul

ダツリC

・う蝕歯の歯冠部に行った軟化象牙質除

去又は暫間充填

・歯根未完成の永久歯の暫間根管充填に

併せて行った暫間充填（Pul・Per）

・歯髄保護処置又は歯冠修復物脱落時の

再装着を行うにあたっての軟化象牙質

の除去、又は燐酸セメント、カルボキ

シレートセメントを用いた暫間充填

※歯髄保護処置（保護処置）

１歯１回限り

１．歯髄温存療法

150点

２．直接歯髄保護処置

120点

３．間接歯髄保護処置

25点

〈特定薬剤の費用を含む〉

C（C1、C2）

・深在性のう蝕歯に感染象牙質を部分的

に除去し、計画的に水酸化カルシウム

製剤等を貼付し歯髄の保存を図った場

合は歯髄温存療法により算定、３月以

上の経過観察が必要

・露出した歯髄に直接覆罩剤を貼布して

保護層を作り、外部からの刺激を遮断

した場合は直接歯髄保護処置により算

定、１月以上の経過観察が必要

・いずれも経過観察を行った後に歯冠修

復等を実施する（処置内容等に係る事

項について患者に説明及び診療録に記

載・レセプト「摘要」欄に実施日を記載）

・一層の健康な象牙質を介した窩洞底に

覆罩剤を貼布した場合は間接歯髄保護

処置

・う蝕処置との重複算定可

・間接歯髄保護処置は、窩洞形成当日及

び歯冠修復物の再装着時の算定可

充形及び修形との重複算定不可

生活歯歯冠形成時（以前の日は可）以

降及び歯髄切断時は算定不可

× 

× 

※知覚過敏処置（知覚過敏）

１口腔１回につき

１．３歯まで 40点

２．４歯以上 50点

〈特定薬剤の費用含む〉

〈イオン導入法の費用含む〉

Hys

・生活歯の象牙質が外来刺激により疼痛

などの症状を起こしている状態で歯

部に知覚過敏鈍麻剤の塗布を行った場

合等に算定

歯冠形成、印象採得、咬合採得、仮着

及び装着と同時に行う場合は算定不可

× 

159

処
 
置
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９ 処置点数及び算定等の留意点一覧表

注）（ ）はレセプト記載上の略称です。

（ ）
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